
組織の使命・役割 何のために我が組織が存在するのか、我が組織が果たすべき使命・役割は何か

組織の目標 使命・役割を果たす上で、我が組織が目指すゴール（成果）は何か、その目標値はどのような水準か

（定性的目標） 何をどのような状態にしたいか

（定量的目標） 具体的な指標、目標値を設定する

左記の具体的な内容を記載する

③④時間外勤務の縮減 ・時間外勤務の弾力的運用、一斉退庁日の拡大及びグループミーティングの奨励により、時間外勤務の縮減を図る。

④職員のメンタルヘルス対策の充実

・異動１年目の係長級職員、本庁ＧＬ１年目の職員、本庁各課総括職員及び出先機関人事担当職員に焦点を当てたストレス
　診断とカウンセリング体験を実施する。
・管理職員を対象に、悩みを抱えた人への気づき、傾聴、つなぎ、見守りの視点を加えた研修を実施し、職員同士の見守り体制
　の強化を図る。
・職員自らが心のケアに活用できるよう「メンタルヘルスだより」を庁内の掲示板に掲載する。

①②人材育成の推進 ・｢人材育成ビジョン｣に基づき、｢職場内研修｣､｢職場外研修｣､｢キャリア支援｣を柱とした人材育成の取組を強力に推進する。

②③新たな人事評価の実施 ・職員の能力や勤務実績を適正に評価し、その結果を人事配置や能力開発、給与処遇に反映する。

②④働きやすい職場環境づくり ・特定事業主行動計画の取組みを推進する。

↓

26年度に重点的に取り組むべき課題

① 県民の視点に立った行政サービスを提供することのできる、自ら考え行動する職員の育成を推進すること。
② 職員が常に意欲を持って仕事に取り組み、組織としての力が最大限に発揮されるような人事管理を推進すること。
③ 人件費の総額を抑制しつつ、個人の能力・実績に基づいた適正な給与を支給すること。
④ 職員の心身の健康管理、社会通念に照らして適正な福利厚生事業等の取組みを実施すること。

目標とする成果指標 現行値 年(度) 目標値 年(度) 目標値の設定根拠（他県との比較など）

　「持続可能な行財政基盤の確立とより質の高い県民本位の行政サービスの提供」を行うためには、職員一人ひとりのモチベーション強化及び資質向上に積極的に取り組
むとともに、職員の能力を最大限に活用する必要がある。このため、自ら考え行動する人材の養成、及び個々の職員が意欲に満ちて職務に精励できる勤務環境づくりを目
標として、適材適所の人事配置、適正な給与管理、並びに福利厚生事業を実施するとともに、研修制度の充実をはじめとした人材育成の取り組みを強力に推進する。

↓

組織の目標設定シート（行政経営Ａシート） 組織 人事課
職 課長

氏名 中野　俊一


